
ＴＡＧ２観戦記１「ザ・ネクロノミコンズｖｓＷＰ」

ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：１ ＷＰ　ＤＰ：１

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ ▲ニカイア

Ｂ

Ｃ ▲末那識
▲清水（死体）
△冥王星ちゃん

Ｄ
▲荒形霊剣
△イナカ幼女

△木下鏡介

Ｅ

ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：１ ＷＰ　ＤＰ：２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ ▲ニカイア

Ｂ

Ｃ ▲末那識 ▲清水（死体）

Ｄ △木下鏡介

Ｅ △イナカ幼女

（基本図）

　いよいよＴＡＧ２のトーナメント本戦が始まりました。１回戦から素晴らしい試合が繰り広げら
れ、その中で既に幾つもの妙手や好手が生み出されています。中でも開幕戦となった「きくらげｖ
ｓソウルキャッチャーズを読め」の封じ手は大変な好手でした。
　さて、好手で試合を決めるのも爽快ですが、逆に好手を逃して勝ちを逃す事も残酷ですがままあ
るものです。今回の観戦記では、ザ・ネクロノミコンズｖｓＷＰの試合から「幻に消えた好手」を
取り上げてみたいと思います。敗れたＷＰの二人には辛い内容になるかもしれませんが、ご容赦く
ださい。

　上図はザ・ネクロノミコンズｖｓＷＰの３ターン目先手終了時のＭＡＰです。実戦ではここで後
手のＷＰが投了となりました。おそらく、アタッカーの残存戦力からネクロノミコンズの攻撃を凌
ぎ切れないと判断したのだと思います。
　しかし、この局面は投了には早すぎると私は思っています。実際に調べてみるとＷＰの方に有望
な変化が多いようです。３ターン目後手以降を進めてみます。

＜３ターン目後手＞
木下鏡介Ｄ６へ移動、荒形霊剣に通常攻撃（必中、死亡）
冥王星ちゃんＡ７へ移動、ニカイアに能力発動（発動率１００％、制約：戦線離脱）
イナカ幼女Ｅ５へ移動

　これを（基本図）として４ターン目先手の行動を考えます。



ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：１ ＷＰ　ＤＰ：２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ ▲清水（死体）

Ｂ

Ｃ

Ｄ ▲末那識 △木下鏡介

Ｅ △イナカ幼女

（４Ｔ目先手-Ａ）

ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：１ ＷＰ　ＤＰ：２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ ▲清水（死体）

Ｂ

Ｃ

Ｄ
▲末那識(休み)
△木下鏡介

Ｅ △イナカ幼女

（４Ｔ目後手-Ａ）

＜４ターン目先手-Ａ＞
末那識Ｄ５へ移動、木下鏡介にブッダガヤ使用（発動率２５％＋ボーナス使用１０％）
清水Ａ７へ移動、ニカイアに通常攻撃

　ニカイアは４ターン目後手の木下の能力射程外に逃がすことが出来ません。そこでニカイアを内
ゲバして取られるＤＰを抑える手ですが、これはＷＰが勝ちになります。

＜４ターン目後手-Ａ＞
木下鏡介Ｄ５へ移動、末那識に通常攻撃
イナカ幼女Ｅ３へ移動

　木下の通常攻撃で末那識の体力が１５になります。これで５ターン目開始前に末那識、木下共に
死亡し、清水は生存者にカウントしないのでＷＰの全滅勝利となります。
　ノミコンズは４ターン目の手を変える必要があります。



ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：２ ＷＰ　ＤＰ：２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ ▲清水（死体）

Ｂ

Ｃ

Ｄ △木下鏡介

Ｅ ▲末那識

（４Ｔ目先手-Ｂ）

ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：２ ＷＰ　ＤＰ：２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ ▲清水（死体）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
▲末那識
△木下鏡介

（４Ｔ目先手-Ｂ）

＜４ターン目先手-Ｂ＞
末那識Ｅ５へ移動、イナカ幼女に通常攻撃（命中率７０％）
清水Ａ７へ移動、ニカイアに通常攻撃

　ブッダガヤの前にイナカ幼女を落とします。ここで通常攻撃が失敗するとＷＰの勝ちになりま
す。

＜４ターン目後手-Ｂ＞
木下鏡介Ｅ５に移動、末那識に通常攻撃

　木下の通常攻撃で末那識の体力を削ります。木下はこの後５、６ターン目にも末那識を殴れるた
め、５ターン目先手でブッダガヤが発動成功しないと負けです。
　仮に発動成功しても共に全滅で引き分け止まりです。７０％の通常攻撃と３５％のブッダガヤ
（ボーナス込）を成功させてやっと引き分けでは分が悪すぎます。



ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：１ ＷＰ　ＤＰ：２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ ▲ニカイア

Ｂ

Ｃ ▲清水（死体）

Ｄ ▲末那識 △木下鏡介

Ｅ △イナカ幼女

（４Ｔ目先手-Ｃ）

ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：１ ＷＰ　ＤＰ：３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ

Ｂ

Ｃ ▲清水（死体）

Ｄ ▲末那識(休み) △木下鏡介

Ｅ △イナカ幼女

（４Ｔ目後手-Ｃ）

＜４ターン目先手-Ｃ＞
末那識Ｄ５へ移動、木下鏡介にブッダガヤ使用（発動率２５％＋ボーナス使用１０％）
清水Ｃ５へ移動
ニカイア待機

　ニカイアを内ゲバする案は上手く行きませんでした。下手に動くよりは待機が優るでしょう。清
水は木下を殴っても無駄なので、イナカ幼女を追いかけます。
　末那識のブッダガヤが発動成功したとしてターンを進めます。

＜４ターン目後手-Ｃ＞
木下鏡介Ｄ７に移動、ニカイアに能力使用（発動率：１００％）
イナカ幼女Ｅ３に移動

　仮に先手でニカイアが下手な場所（Ａ５など）に逃げていた場合、木下は末那識をブッダガヤに
巻き込める位置で能力が使えます。そういう意味でもニカイアは待機が良いのです。
　これでＤＰは１-３。イナカ幼女はＥ３に逃げます。



ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：３ ＷＰ　ＤＰ：３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ

Ｂ

Ｃ ▲清水（死体）

Ｄ ▲末那識(休み)

Ｅ △イナカ幼女

（５Ｔ目先手-Ｃ）

ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：３ ＷＰ　ＤＰ：３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ

Ｂ

Ｃ ▲清水（死体）

Ｄ ▲末那識(休み)

Ｅ △イナカ幼女

（５Ｔ目後手-Ｃ）
＜５ターン目後手-Ｃ＞
イナカ幼女Ｅ１へ移動

　これでイナカ幼女が逃げ切っています。清水の能力は１マス移動＋同マス通常攻撃なので、Ｅ１
にギリギリで届きません。
　清水は生存者に数えないので、イナカ幼女の体力点３でＷＰの勝利です。

＜５ターン目先手-Ｃ＞
清水Ｃ３へ移動

　木下鏡介にブッダガヤが発動し、死亡します。ＤＰ３-３。
　末那識が能力休みなので、清水がイナカ幼女を追いかけます。



ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：２ ＷＰ　ＤＰ：２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ ▲ニカイア

Ｂ

Ｃ ▲清水（死体）

Ｄ △木下鏡介

Ｅ ▲末那識

（４Ｔ目先手-Ｄ）

ザ・ネクロノミコンズ　ＤＰ：２ ＷＰ　ＤＰ：３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ａ
△木下鏡介
（休み）

Ｂ

Ｃ ▲清水（死体）

Ｄ

Ｅ ▲末那識

（４Ｔ目後手-Ｄ）
＜４ターン目後手-Ｄ＞
木下鏡介Ａ６へ移動、ニカイアに能力使用（発動率：１００％）

　これで５ターン目先手でブッダガヤが発動成功するかどうかの勝負になります。
　末那識の通常攻撃が７０％、ブッダガヤの発動率がボーナス込で３５％なのでＷＰに大きく分の
ある戦いだと思います。しかし、Ｄパターン以外は全てＷＰの勝ちだったので、これが最善でしょ
う。
　最善手でも勝率が２５％弱しかなかったのでは、投了図の局面はＷＰ有利を通り越して優勢まで
ありそうです。

　３ターン目後手にイナカ幼女をＥ５に逃がすのが好手で、これでＷＰが戦えていたのではないか
と思います。もしかするとザ・ネクロノミコンズの３ターン目先手に小さなミスがあったのかもし
れません。
　最後の最後で折れてしまったのは惜しいですが、「ザ・ネクロノミコンズｖｓＷＰ」は白熱した
好勝負でした。この試合に参加された２チーム４プレイヤーの皆様には今後の軍師としての活躍を
期待しております。

＜４ターン目先手-Ｄ＞
末那識Ｅ５へ移動、イナカ幼女に通常攻撃（命中率７０％）
ニカイア、清水待機

　イナカ幼女を逃がすと負けなので、末那識の通常攻撃で落とします。命中率７０％も辛いです
が、それ以上にブッダガヤの試行チャンスが５ターン目の１度だけになるのが痛いところです。
　既に三度書いた通り、ニカイアは木下の射程から逃げられないし、清水が木下を殴っても意味が
ないので共に待機します。


